
ウ
エ
ル
デ
ッ
キ
の
甲
羅
干
し

『
Ｑ
Ｅ
２
に
乗
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
』
③

前
任
二
等
航
海
士

小
武
海

紀
人

次
に
、
船
内
の
施
設
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

船
内
の
施
設
を
順
不
同
で
羅
列
し
ま
す
と
、
レ

ス
ト
ラ
ン
４
、
バ
ー
５
、
グ
ラ
ン
ド
ラ
ウ
ン
ジ

（
劇
場
）
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ル
ー
ム
（
パ
ー
テ
ィ

ー
会
場
）、
シ
ア
タ
ー
（
映
画
館
）、
室
外
プ
ー

ル
、
室
内
プ
ー
ル
兼
ジ
ム
、
ス
パ
（
泡
風
呂
兼

サ
ウ
ナ
）
、
書
店
兼
図
書
室
、
美
容
院
、
銀
行

（
日
本
円
両
替
可
）、
病
院
、
花
屋
、
写
真
屋
、

カ
ジ
ノ
、
保
育
園
、
子
供
映
画
館
、
動
物
小
屋
、

貸
金
庫
、
ツ
ア
ー
会
社
、
洗
濯
室
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
屋
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
兼
郵
便
局
）、

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
等
）
、

ユ
ダ
ヤ
教
会
、
そ
し
て
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
（
売
店
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
食
事
、

シ
ョ
ー
や
映
画
を
見
る
こ
と
、
プ
ー
ル
そ
の
他

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
等
は
旅
行
代
金
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
お
酒
や
カ
ジ
ノ
等
も
し
く

は
売
店
を
利
用
す
る
に
は
別
途
お
金
が
か
か
り

ま
す
。
こ
の
際
、
そ
の
都
度
お
金
を
支
払
う
の

で
は
な
く
、
乗
船
時
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

登
録
し
船
内
で
は
サ
イ
ン
で
済
ま
せ
る
か
、
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
乗
船
中
は
サ
イ

ン
で
済
ま
し
、
下
船
前
に
一
括
し
て
清
算
す
る

と
い
う
方
式
を
取
り
ま
す
。
な
お
添
乗
員
の
Ｉ

氏
に
よ
る
と
、
Ｉ
氏
が
Ｑ
Ｅ
２
に
係
わ
っ
て
か

ら
の

年
間
に
盗
難
の
話
は
１
度
も
聞
い
た
こ

16

と
が
無
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
Ｑ
Ｅ
２

に
乗
っ
て
何
よ
り
も
こ
の
話
に
一
番
感
動
し
ま

し
た
。

さ
て
、
４
日
に
挙
式
し
て
５
日
に
日
本
を
出

て
…
と
い
う
か
な
り
ハ
ー
ド
な
日
程
が
裏
目
に

出
た
の
か
、
は
た
ま
た
単
に
時
差
ボ
ケ
を
起
こ

し
て
い
た
の
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
乗
船
の
時

に
は
ぐ
っ
た
り
と
疲
れ
て
い
て
、
更
に

時
出

16

港
の
予
定
が
遅
れ
て
い
た
た
め
２
人
と
も
部
屋

で
寝
て
し
ま
い
、
何
と
せ
っ
か
く
の
自
由
の
女

神
を
見
損
ね
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ざ

大
西
洋
に
出
て
み
る
と
、
で
っ
か
い
図
体
の
割

に
揺
れ
る
こ
と
揺
れ
る
こ
と
！
古
い
船
な
の
で

ス
タ
ビ
ー
ラ
イ
ザ
ー
等
の
装
備
が
何
も
無
い
ら

し
い
の
で
す
が
（
確
認
で
き
ず
）
は
っ
き
り
言

っ
て
、
北
海
道
行
き
の
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
の

方
が
揺
れ
ま
せ
ん
！
妻
は
そ
れ
ま
で
新
海
王
丸

の
中
で
１
回
も
酔
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
自
慢
に

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
文
字
通
り
一
発
で
や
ら

れ
ま
し
て
、「
こ
の
船
（
Ｑ
Ｅ
２
）
に
は
海
王

丸
の
様
な
愛
情
を
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
酔
う
ん

だ
わ
」
な
ど
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
ち
な
み

に
シ
ー
シ
ッ
ク
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
い
う
名
の
船

酔
い
薬
を
船
内
各
所
で
配
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
は
強
力
な
睡
眠
薬
が
混
入
し
て
あ
る
よ

う
で
、
妻
は
こ
の
薬
を
服
用
し
て

数
時
間
ウ

10

ン
と
も
ス
ン
と
も
言
わ
ず
に
眠
り
続
け
ま
し
た
。

確
か
に
効
き
目
は
抜
群
で
し
た
が
、
後
日
副
作

用
と
し
て
腹
痛
で
苦
し
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
Ｅ
２
は
平
均
速
度

ノ
ッ
ト
と
い
う
物
凄

25

い
ス
ピ
ー
ド
で
航
行
す
る
た
め
に
１
日
に
六
百

マ
イ
ル
も
進
み
ま
す
。
し
た
が
っ
て
１
日
お
き

に
航
海
と
上
陸
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
寄

港
地
は
前
述
し
た
と
お
り
で
す
が
、
マ
イ
ア
ミ

以
外
は
い
わ
ゆ
る
発
展
途
上
国
と
呼
ば
れ
る
国

々
で
し
た
。
暖
か
い
気
候
と
美
し
い
海
、
楽
園

と
呼
ば
れ
る
カ
リ
ブ
海
の
島
々
で
す
が
、
実
際

に
は
治
安
は
悪
い
、
物
乞
い
は
来
る
、
不
衛
生

だ
！
と
い
う
こ
と
で
町
中
を
歩
く
こ
と
は
非
常

に
勇
気
の
い
る
行
動
で
し
た
。
な
お
寄
港
地
上

陸
の
際
に
は
身
分
証
明
書
（
上
陸
許
可
書

ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
）
が
渡
さ
れ
、
上
下

船
時
に
当
直
士
官
に
提
示
し
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー

ト
は
「
絶
対
に
持
ち
歩
か
な
い
で
下
さ
い
」
と

い
う
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
パ
ナ

マ
運
河
通
航
で
す
。
朝
８
時
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
水

先
案
内
人
）
が
乗
船
し
、
最
後
に
ア
メ
リ
カ
橋

を
く
ぐ
っ
て
太
平
洋
に
出
た
時
に
は
午
後
４
時

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
は
パ
ナ
マ
運
河
の
航

行
は
、
今
回
が
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で

あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
「
あ
っ
と
言
う
間
」
の

日
間
で
し

16

た
が
、
大
変
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
最

後
に
予
算
の
話
を
少
し
だ
け
す
る
と
、『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
旅

５
泊
６
日
』
ツ
ア
ー
の

倍
の
料

1.5

金
で
し
た
。
こ
れ
を
高
い
と
す
る
か
安
い
と
す

る
か
は
人
に
よ
り
ま
す
が
、
決
し
て
後
悔
す
る

こ
と
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
次
は
あ
な
た
の
番

で
す
、
是
非
と
も
楽
し
い
旅
行
話
を
聞
か
せ
て

下
さ
い
。（
完
）

チ
ョ
ッ
サ
ー
の
豆
知
識

「
プ
ロ
ペ
ラ
」

「
プ
ロ
ペ
ラ
」
は
、
船
を
推
進
さ
せ
る
た
め
に

考
案
さ
れ
た
道
具
の
一
つ
で
す
。
現
在
で
は
、

船
が
プ
ロ
ペ
ラ
で
走
る
の
は
ご
く
当
た
り
前
の

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
プ
ロ
ペ
ラ
の

歴
史
は
ま
だ
百
六
十
年
程
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

蒸
気
船
が
発
明
さ
れ
た
約
百
九
十
年
前
は
水
か

き
に
相
当
す
る
「
外
輪
車
」
を
使
っ
て
船
を
走

ら
せ
て
い
ま
し
た
が
、
も
っ
と
小
型
で
効
率
の

よ
い
道
具
が
な
い
の
か
と
試
行
錯
誤
さ
れ
て
誕

生
し
た
の
が
プ
ロ
ペ
ラ
な
の
で
す
。

プ
ロ
ペ
ラ
の
開
発
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
世
界
の
国
々
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
千
八
百
三
十
七
年
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ミ
ス
と

い
う
研
究
者
が
開
発
し
た
も
の
が
、
最
初
の
プ

ロ
ペ
ラ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ペ
ラ
は
ド
ッ
ク
に
入
っ
た
時
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な
の
で
、
あ
ま
り
気
に

さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
貨
物
船
に
は
１
基
の
プ
ロ
ペ
ラ
し
か
な
く
、

前
進
す
る
時
の
回
転
方
向
は
、
船
尾
か
ら
見
て

右
回
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
船
を

業
界
用
語
で
は
「
一
軸
右
回
り
船
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

で
は
、
海
王
丸
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

ド
ッ
ク
見
学
会
に
参
加
さ
れ
た
方
は
ご
覧
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
海
王
丸
の
場
合
は
２
基

の
プ
ロ
ペ
ラ
が
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
進
す

る
時
の
回
転
方
向
は
右
舷
は
右
回
り
、
左
舷
は

左
回
り
と
回
転
方
向
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
右
舷
の
プ
ロ
ペ
ラ
と
左
舷
の
プ

ロ
ペ
ラ
で
は
羽
根
の
角
度
が
反
対
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

複
数
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
装
備
す
る
理
由
は
、

①

船
を
高
速
で
走
ら
せ
る
た
め

②

浅
い
海
域
を
走
ら
せ
る
た
め
に
大
き
な
プ

ロ
ペ
ラ
を
装
備
で
き
な
い
た
め

③

機
関
室
が
狭
く
、
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
を
装

備
で
き
な
い
た
め

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
海
王
丸
の
場
合
は
③
の
理

由
と
帆
船
独
特
の
船
型
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
が
２
基

に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
方
向
は
、
プ
ロ
ペ

ラ
流
を
船
尾
部
左
右
に
均
等
に
働
か
せ
る
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
逆
回
転
に
し
て
い
ま
す
。
一

軸
船
の
場
合
に
は
、
船
尾
部
左
右
で
プ
ロ
ぺ
ラ

流
の
力
が
不
均
等
に
な
る
た
め
、
舵
を
中
央
に

し
て
い
て
も
船
が
左
に
曲
が
っ
て
行
く
性
質
が

あ
り
ま
す
。

最
近
に
な
っ
て
か
ら
も
プ
ロ
ペ
ラ
の
開
発
は

進
め
ら
て
い
ま
す
。
例
え
ば
エ
ン
ジ
ン
の
回
転

方
向
を
変
え
ず
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
羽
根
の
角
度
を

変
え
て
前
進
や
後
進
、
ス
ピ
ー
ド
を
制
御
す
る

可
変
ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
や
三
百
六
十
度
ど
の
方

向
に
も
回
転
で
き
る
ノ
ズ
ル
プ
ロ
ペ
ラ
な
ど
様

々
な
プ
ロ
ペ
ラ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
新
の
船
で
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
を
使
わ

な
い
ジ
ェ
ッ
ト
推
進
の
船
ま
で
登
場
し
て
き
ま

し
た
。

英
語
の
「PR

O
PEL

」
と
は
、「
推
進
す
る
」

と
い
う
意
味
で
、「PR

O
PELLER

」
と
い
え
ば
、

羽
根
の
つ
い
た
推
進
機
の
代
名
詞
に
な
り
ま
し

た
が
、
近
い
将
来
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
う
プ

ロ
ペ
ラ
が
登
場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ
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お
知
ら
せ

「
万
葉
集
全
二
十
巻
朗
唱
の
会
」
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

高
岡
古
城
公
園
中
之
島
水
上
ス
テ
ー
ジ
に
於

い
て
、
古
代
の
衣
装
を
ま
と
い
皆
で
熱
唱
・
絶

唱
し
ま
し
ょ
う
。

記

日

時

平
成

年

月
３
日
（
土
）

10

10

時
～

時

19

20

場

所

高
岡
古
城
公
園

募
集
人
員

名
30

締

切

日

６
月

日
（
水
）

10

申
込
み
先

新
田
茂
男

０
７
６
６
（
４
４
）
７
２
８
６

谷
岸
清
士

０
７
６
６
（
８
４
）
８
３
１
４

な
お
、
申
込
み
時
に
住
所
、
氏
名
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

財
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
海
洋
講
座
に
つ
い
て

日
本
海
交
流
セ
ン
タ
ー
第
１
研
修
室
に
て
、

以
下
の
４
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
講
座
内
容

５
月

日
（
日
）

時

分
か
ら

31

12

30

『
税
関
の
話
』（
仮
題
）

大
阪
税
関

伏
木
支
署
長

長
尾
宏
氏

６
月

日
（
日
）

時

分
か
ら

21

12

30

『
海
と
キ
ャ
ン
バ
ス
』

太
陽
工
業
㈱

名
古
屋
支
店
長

米
田
裕
治
氏

８
月
９
日
（
日
）

時

分
か
ら

12

30

『
富
山
新
港
の
荷
役
機
械
』

―
多
目
的
橋
型
ク
レ
ー
ン
の
運
転
―

富
山
新
港
荷
役
施
設
管
理
組
合

事
務
局
長

金
沢
正
男
氏

９
月

日
（
日
）

時

分
か
ら

13

12

30

『
富
山
え
び
の
放
流
』

―
深
層
水
の
利
用
―

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

（
講
演
者
未
定
）

②
高
校
生
ク
イ
ズ
選
手
権
に
つ
い
て

６
月

日
（
日
）
、
海
王
丸
パ
ー
ク
に
於
い

21

て
高
校
生
ク
イ
ズ
選
手
権
北
陸
地
区
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
当
日
の
総
帆
展
帆
時
間

を
左
記
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
解
答

場
面
に
於
い
て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

記

８
時
～
８
時

分

受
付

50

８
時

分
～
９
時

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

50

９
時
～

時

分

展
帆
作
業

10

30

時
～

時

分

畳
帆
作
業

15

16

30

時

分
～

時

反
省
会

16

30

17

展
帆
デ
ー
タ

◆
月
日
◇
天
候
◇
参
加
者
◇
そ
の
他

◆
４
／

◇
曇
◇

名
◇
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
タ
ッ

26

92

ク
・
２
ポ
イ
ン
ト
ヤ
ー
ド
◇
技
術
講
座
（
ガ

ス
ケ
ッ
ト
の
取
扱
等
）

◆
５
／
５
◇
晴
◇

名
◇
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
タ
ッ

77

ク
・
シ
ャ
ー
プ
ア
ッ
プ
ヤ
ー
ド
◇
海
洋
講
座

（
ロ
ー
プ
と
結
び
）

練
習
船
行
動
予
定

航
海
訓
練
所
か
ら
出
向
し
て
い
ま
し
た
元
財

団
職
員
は
、
次
の
練
習
船
に
乗
船
し
て
い
ま
す
。

日
本
丸

操
舵
手

釘
本
和
秀
、
関
口
直
秀

甲
板
員

高
橋
武
男
、
種
市
晴
彦

５
／

～
５
／

稚
内

21

26

６
／
５
～
６
／

神
戸

17

６
／

～
７
／
２

青
森

27

７
／
７
～
７
／

東
京

16

７
／

～
７
／

広
島

23

28

８
／
５
～
８
／

新
潟

10

８
／

～
８
／

室
蘭
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８
／

～
９
／
８

東
京

31

９
／

～

東
京

25

海
王
丸

次
席
二
等
航
海
士

小
武
海
紀
人

操
舵
手

高
倉
富
士
雄
（
旧
姓

西
田
）

甲
板
員

古
堅
浩
正
、
佐
久
本
勝
巳

操
機
次
長

水
落
昌
直

５
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～
６
／

神
戸
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／
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ン
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ス
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９
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～

東
京

18

北
斗
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池
田
順
二

５
／
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５
／

広
島
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／
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／
７

神
戸

７
／

～
７
／

東
京
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／

室
蘭
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８
／
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８
／

神
戸
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８
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～
９
／
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横
浜

31

９
／
８
～
９
／

小
樽
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９
／

～

東
京

19

大
成
丸

一
等
航
海
士

磯
崎
道
利

甲
板
員

伊
藤
彰
彦

５
／

～
５
／

横
浜

21

26

６
／
４
～
６
／
８

神
戸

６
／

～
６
／

神
戸
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６
／

～
７
／
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東
京

26

７
／
９
～
７
／

小
樽

13

７
／

～
７
／

広
島

23

27

８
／
６
～
８
／

豊
橋
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８
／

～
８
／

博
多
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24

８
／

～

東
京

31

銀
河
丸

船
長

上
田
英
夫

一
等
航
海
士

国
枝
佳
明

二
等
航
海
士

阪
本
義
治

操
舵
手

奥
津
孝
文

５
／

～
５
／

名
古
屋

20

25

６
／
５
～
６
／

神
戸

18

６
／

～
７
／
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函
館

26

７
／

～
７
／

東
京
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27

８
／
６
～
８
／

ホ
ノ
ル
ル

11

８
／

～
８
／

ヒ
ロ

13

18

９
／
１
～
９
／

東
京

11

９
／

～

東
京

25

青
雲
丸

次
席
一
等
航
海
士

川
路
勉

操
舵
手

山
本
徹

甲
板
員

宮
腰
俊
光

６
／
４
～
６
／

東
京

18

６
／

～
７
／
３

ロ
ン
グ
ビ
ー
チ

29

７
／

～
７
／

バ
ル
ボ
ア

10

11

７
／

～
７
／

リ
ス
ボ
ン

23

27

８
／
１
～
８
／
５

ベ
ニ
ス

８
／

～
８
／

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

21

23

８
／

～
９
／
８

東
京

31

９
／

～

東
京

25

皆
様
へ
の
手
紙
の
宛
先
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

〒
１
０
４
‐
０
０
５
４

東
京
都
中
央
区
勝
ど
き
５
の
８
の
14

運
輸
省
航
海
訓
練
所
乗
船
事
務
室
気
付

そ
の
他
の
職
員
は
、
次
の
陸
上
勤
務
で
す
。

運
輸
省
航
海
訓
練
所

研
究
第
二
課
総
括

米
原
健
一

同
右

研
究
第
二
課

甲
斐
繁
利

運
輸
省
海
上
技
術
安
全
局

船
員
部
教
育
課

藤
井
照
久

あ
と
が
き

今
年
度
の
初
展
帆
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ま

た
、
折
し
も
伏
木
富
山
港
に
入
港
し
て
い
た
運

輸
省
航
海
訓
練
所
の
練
習
船
北
斗
丸
か
ら
実
習

生
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
更
に
活
気
に
あ
ふ
れ

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
は
届

か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
５
月
５
日
の
子
ど
も
の
日
は
、
初
夏

を
感
じ
さ
せ
る
た
い
へ
ん
良
い
天
気
で
、
多
数

の
観
客
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
ブ
レ
ー
ス
を
引
っ

張
り
、
心
地
よ
い
汗
を
流
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

近
年
、
天
候
の
長
期
予
測
が
難
し
い
も
の
の
、

一
般
的
に
こ
れ
か
ら
は
、
梅
雨
の
う
っ
と
う
し

い
時
期
に
入
り
、
気
持
ち
も
沈
み
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
と
き
こ
そ
皆
で
声
を
出
し
合

い
、
日
頃
の
憂
鬱
を
海
王
丸
で
晴
ら
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
展
帆
へ
の
参
加
、
並

び
に
「
舵
輪
」
へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
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